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平成27年
第1回 定例会

3月10日～16日

所
管
事
務
調
査

　

総
務
民
教
並
び
に
産
建
民
生

両
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調

査
報
告
が
あ
り
、
委
員
長
報
告

の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
11
〜
13
ペ
ー
ジ
）

付
託
議
件
審
査

　

総
務
民
教
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
い
た
「
特
定
秘
密
保

護
法
案
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情
」

は
委
員
会
で
の
採
決
で
「
不
採

択
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
田
委
員
長
が
そ
の
報
告
を

行
い
、
本
会
議
で
賛
成
・
反
対

の
立
場
か
ら
の
討
論
を
経
て
、

採
決
の
結
果
、賛
成
少
数
で「
不

採
択
」
に
決
し
ま
し
た
。

27
年
度
一
般
・
特
別
会
計
予
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
予
算
９
件
、
条
例
６
件
が

予
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長
・

津
川
、
副
委
員
長
・
鵜
野
）
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
に

わ
た
る
審
査
を
経
て
報
告
さ
れ
、

意
見
を
付
し
て
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
４
・

５
ペ
ー
ジ
）

　

今
予
算
は
選
挙
直
前
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
政
策
予
算
を
除
い

た
骨
格
予
算
に
な
り
ま
す
。
政

策
予
算
は
選
挙
後
の
６
月
定
例

会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
４
月
開
園

を
め
ざ
し
て
い
る
認
定
こ
ど
も

園
の
工
事
費
２.３
億
円
な
ど
、
継

続
性
の
高
い
も
の
は
、
当
初
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

26
年
度
一
般
・
特
別
会
計

補
正
予
算

・
自
動
車
学
校
の
指
定
管
理
料

に
４
０
０
万
円
増

・
夜
間
休
日
の
救
急
医
療
体
制

確
保
に
1
8
万
円
増

・
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
購
入
の
国
庫

平
均
補
助
金
が
１
０
０
０
万
円

減・
公
債
の
繰
上
償
還
に
９
３
０

０
万
円
増

・
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
関
わ

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
や

子
育
て
世
帯
商
品
券
・
子
育
て

住
宅
助
成
な
ど
に
４
４
０
０
万

円
。

　

そ
の
他
に
、
不
用
額
の
精
査

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　町長・市長などの執行
者が交替する可能性があ
る場合、その自治体の方
針が決まるまで政策的な
予算は出せません。
　しかし、住民の健康や
教育や職員給与などの自
治体が継続していくため
の義務的予算（骨格予算）
は必要です。

骨格予算とは

27年度（
骨格）予算

可決

 

条
例
改
正

教
育
委
員
長
制
度
が
な
く
な
る

　

国
の
地
方
教
育
行
政
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
の
条
例
改
正
で
す
が
、
教
育

長
は
町
長
の
任
命
制
と
な
り
、

教
育
委
員
長
と
い
う
役
職
は
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
現
教
育

長
の
任
期
中
は
現
在
の
体
制
が

維
持
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
が
値
上
げ

　

介
護
予
防
支
援
な
ど
に
関
わ

る
基
準
を
新
た
に
定
め
た
ほ
か
、

今
後
３
年
間
の
月
額
基
準
介
護

保
険
料
を
４
５
０
０
円
（
９
４

０
円
増
）
と
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
全
道
的
に
は
低
い
方
で
す
。

そ
の
他

・
町
の
行
政
区
が
明
確
に
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
ら
た
め
て
条
例
化
し
ま
し
た
。

・
職
員
給
与
を
改
定
し
ま
し
た
。

平
均
２
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

除
雪
費
を
５
８
０
万
円
追
加

補
正
し
ま
し
た
。

　

排
雪
と
修
理
に
不
足
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
と
の
説
明
で
し

た
。 第

１
回
臨
時
会

2
月
26
日
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◎農協関係法制度の見直しに疑問
１． 食糧の安定供給、地域の振興について、農協法の目的に明確に位置づけし、事業目的の見直し
にあたっては、協同組合の基本的性格を維持すること。

２． 準組合員は地域経済を支えるパートナーである。よって準組合員の農協利用制限は行わないこと。
３． JA・連合会の協同組合としての事業・組織を制約する事業方式、業務執行体制、法人形態な
どの制限は強制しないこと。

◎TPP交渉に係る衆参農林水産委員会委員会決議を遵守せよ
１． 平成25年４月の衆参農林水産委員会における決議「環太平洋パートナーシップ（TPP）協定
交渉参加に関する件について」を遵守するとともに、決議が遵守出来ない場合は、TPPから
脱退すること。

２． EPA・FTAなどのすべての国際貿易交渉において、重要品目などの関税など、必要な国境措
置を講ずること。

　H26年第４回定例会で付託された「特定秘密の保護に関する法律の廃止を求める意見書」採択に
関する陳情は常任委員会では反対多数により不採択に決しました。なお、賛成者が複数いたので、
少数意見を付記して報告されました。
審査意見
　本陳情は「特定秘密の保護に関する法律」について３項目の問題点を指摘しているが本委員会審
査結果は次の通りである。
　１．罪刑法定主義に反する　　　　・ 特定秘密の範囲が限定され、項目の「非公知性」などが監

視される。
　２．国民の知る権利、表現の自由　・同法の運用を監視する情報監視室が設置されている。
　３．現行法によっても十分に保護　・ 国家公務員法、自衛隊法では国家秘密漏洩者は処罰できるが、

国家秘密を取得した者は処罰の対象にはなっていない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　同法24条25条では特定秘密を取得した者など、これらを

共謀教唆・煽動した者の処罰を明記している。

議決された意見書

総務民教常任委員会に付託された意見書

4年間お世話になりました
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３
月
10
日
の
第
１
回
定
例
会

に
於
い
て
、
新
年
度
の
予
算
な

ど
が
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
３
月
11
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例

６
件
、
予
算
９
件
で
、
一
般
会

計
予
算
額
39
億
円
（
前
年
40
億

円
）
特
別
会
計
18
億
5
3
6
3

万
円
の
執
行
予
算
審
査
で
す
。

　
今
年
は
骨
格
予
算
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
質
疑
が
さ
れ
、
全

案
件
を
、
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
質
疑

　
　
　
　
　

国
の
制
度
を
う
ま

く
利
用
し
な
が
ら
、

町
内
の
雇
用
に
繋
が
る
取
り
組

み
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

定
着
率
は
低
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
を

新
商
品
の
開
発
を

　
　
　

　
専
門
職
に
よ
る
新

商
品
の
開
発
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。

　

地
方
創
生
で
雇
用
の
場
の
確

保
に
繋
が
れ
ば
よ
い
。

　

た
だ
、
作
る
よ
り
売
る
ほ
う

が
難
し
い
の
で
、
販
売
に
も
力

を
入
れ
た
い
。

　
　
　

　
町
が
一
時
的
な
支

出
を
し
て
い
る
が
、

経
過
を
き
ち
ん
と
残
す
必
要
が

あ
る
。

　
　
　
　
　

こ
れ
を
う
や
む
や

に
は
終
わ
ら
せ
な
い
。

　

責
任
問
題
は
今
後
も
追
及
す

る
。

　

決
算
な
ど
に
表
現
さ
れ
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

消
防
の
不
正
経
理
の
経
過
を

　
　
　
　
　
公
営
住
宅
の
入
居

状
況
は
ほ
ぼ
1
0
0

％
で
推
移
し
て
お
り
、
移
住
定

住
を
図
る
上
で
も
早
急
な
住
宅

施
策
の
対
応
と
、
安
く
て
よ
い

子
育
て
住
宅
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　

町
外
か
ら
通
っ
て

い
る
人
が
3
0
0

人
、
そ
の
中
で
民
間
住
宅
に
住

ん
で
い
る
の
が
約
半
分
。

　

若
い
人
が
住
む
と
こ
ろ
の
確

保
を
し
、
住
宅
施
策
は
柱
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
観
光
Ｐ
Ｒ
や
６
次

化
な
ど
の
取
り
組
み

　
　
　
　
も
含
め
、
も
う
少
し

充
実
し
た
金
額
や
中

身
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

返
礼
品
の
競
争
が

過
熱
ぎ
み
と
の
話
も

あ
る
。

　

ど
こ
に
主
眼
を
置
く
か
は
論

早
期
な
住
宅
施
策
の
対
応

ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
方
法

議
し
た
い
。
何
を
提
供
す
る
か

に
つ
い
て
も
充
実
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　
　
介
護
職
員
の
定
着

率
が
悪
い
中
、
マ
ン

パ
ワ
ー
を
減
ら
し
て
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
稼
働
率
を
上
げ
る

な
ど
業
務
過
多
と
見
受
け
ら
れ

る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
　

今
後
、
国
の
政
策

も
構
造
的
に
先
行
き

は
暗
い
。
職
場
が
赤
字
に
な
れ

ば
職
員
同
士
の
協
力
も
大
切
だ
。

少
し
ず
つ
計
画
を
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
化
石
発
掘
の
体
験

を
減
ら
す
の
だ
が
、

有
効
活
用
も
必
要
だ
。
新
年
度

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
　
　
　
　

昨
年
、
発
掘
の
現

場
に
行
っ
た
が
化
石
が
無
か
っ

た
。
発
掘
し
す
ぎ
た
よ
う
だ
。

発
掘
体
験
の
や
り
方
を
変
え
た

い
。
地
層
の
珍
し
さ
の
説
明
な

旭
寿
園
の
改
善
計
画

化
石
に
係
る
新
年
度
の
取
組
み

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

　
　
　
　
　

場
に
行
っ
た
が
化
石
が
無
か
っ

教
育
長

一般会計 39億円
特別会計 18.5億円
総　　額 57.5億円

が
、
協
力
隊
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
町
に
し

た
い
。

骨格平成27年度　予算等審査特別委  員会

３月11日　
～13日

主な増加影響項目
　○認定こども園整備事業 ２億2,552万円
　○ＯＡ管理事業（社会保障番号制度） 5,983万円
　○道路整備・維持事業（補助） 8,043万円
　○農産加工場運営費 １億1,470万円

30

40

50

60

70

80

Ｈ27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11H10

一般会計当初予算額の推移
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ど
を
体
験
館
の
メ
ニ
ュ
ー
に
し

た
い
。

　

学
芸
員
を
１
人
増
や
し
て
研

究
や
調
査
活
動
に
力
を
入
れ
た

い
。

　
　
　
　
　
心
臓
蘇
生
機
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
設
置
し
て
い
る
が
個
数
、

使
い
方
、
電
池
の
状
況
な
ど
一

括
管
理
で
き
る
部
署
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

一
括
管
理
は
複
雑

な
こ
と
に
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
で
管
理
し
た
方
が
い

い
と
思
う
。

　

町
民
に
設
置
場
所
を
知
ら
せ

た
い
。

　
　
　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
を

含
め
た
子
育
て
支
援

の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　

社
会
環
境
、
育
児

環
境
な
ど
整
え
て
、

保
育
料
に
つ
い
て
も
考
え
て
行

き
た
い
。

　

教
育
レ
ベ
ル
な
ど
、
特
色
を

持
た
せ
る
形
を
考
え
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
一
元
化

認
定
こ
ど
も
園
・
子
育
て
支
援

平成27年度　予算等審査特別委  員会

沼田町にしか出来ない魅力的な総合戦略の策定を！

委 員 長　津川　　均
副委員長　鵜野　範之

　人口割合から見る、本町の一般会計予算は空知管
内でも群を抜いており当然のごとく住民サービスを
含めた事業数も他町村に比べると多くなっている。
　しかし、沼田町は「人口減少」、「高齢者社会への
対応」、「少子化対策」などの数多くの課題を抱えて
いる。
　今年度は国の施策「地方創生」による総合戦略の
策定を取り進める上で、まちの頭脳、やる気が試さ
れる。
　「まちは、ひとを呼び、しごとを作る」本町の基幹
産業である農業、そして観光業、商工業のアイディ
アなどを利用した雇用の場、創出につながるための
地域の特性を生かした産業政策が重要である。
　そのためには新しい商品開発ができる環境づくり
と知識ある人材が必要と考える。
　さらには安心して暮らせる、まちづくりをする上
で「移住定住」に繋がる住宅施策、若い世代の経済
的安定を図る「子育て支援」などが重要課題と考え、
沼田町にしか出来ないインパクトある、魅力的な総
合戦略の策定を望む。

◎ 予算審査に付された意見 ◎

主な増加影響項目
　○認定こども園整備事業 ２億2,552万円
　○ＯＡ管理事業（社会保障番号制度） 5,983万円
　○道路整備・維持事業（補助） 8,043万円
　○農産加工場運営費 １億1,470万円

30
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70

80

Ｈ27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11H10

一般会計当初予算額の推移
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し
て
し
ま
い
、
閉
じ
た
空
間
を

作
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま

す
。

①
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ
ン
に
予

定
の
「
道
の
駅
」
に
、
「
地
域

活
性
化
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

を
新
設
し
て
接
続
し
、
沼
田
町

が
国
道
2
7
5
号
の
袋
小
路
か

ら
脱
し
、
留
萌
と
旭
川
の
湯
内

峠
を
結
ぶ
『
ハ
ブ
化
』
に
よ
る

交
流
人
口
で
商
業
と
観
光
を
活

性
化
さ
せ
よ
。

②
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ
ン
事
業

が
国
の
補
助
金
か
ら
自
立
し
た

時
の
持
続
可
能
な
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
コ
ス
ト
は
ど
う
捻
出
す
る

の
か
。

問　
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ
ン

構
想
の
設
計
の
財
源
を
、

国
の
補
助
金
だ
け
に
す
る
と
、

補
助
金
の
範
囲
内
の
事
業
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
補
助
金

か
ら
離
れ
た
の
ち
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
不
安
を
、
経
営
能

力
で
解
消
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
町
長
の
構
想
で
は
、

町
外
か
ら
の
人
の
流
れ
を
遮
断

　

今
、
国
も
「
道
の

駅
」
の
事
業
内
容
と

新
設
の
企
画
案
を
見
直
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
久
保
議
員
が
提

案
さ
れ
た
よ
う
な
地
方
創
生
の

交
流
人
口
の
拠
点
と
し
て
で

す
。
で
す
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
の

い
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
解
り

ま
す
が
、
し
か
し
、
国
を
説
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の

問
題
を
、
少
し
ず
つ
精
査
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
。

②
沼
田
町
に
作
る
コ
ン
パ
ク

ト
・
タ
ウ
ン
に
、
国
の
色
い
ろ

問　
「
Ｊ
Ｒ
深
川
駅
の
ホ
ー

ム
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設

置
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が

沼
田
町
を
含
む
多
く
の
市
町
の

住
民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長
へ
の
一
般
質
問

コ
ン
パ
ク
ト・
タ
ウ
ン「
道
の
駅
」
に

高
規
格
道
路
の
入
り
口
を
新
設
せ
よ

利
益
を
生
む「
道
の
駅
」が
必
要

問答

Ｊ
Ｒ
深
川
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

住
民
要
望
へ
の
対
応
は

必
要
だ
。負
担
は
深
川
市
と
協
議

問答

ま
す
。

　

地
域
が
本
気
に
な
ら
な
い
と

Ｊ
Ｒ
も
本
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
町
長
の
考
え
は
。

②
も
し
設
置
し
た
場
合
に
沼
田

町
も
負
担
す
る
の
か
。

　

私
は
本
件
で
、
す

で
に
Ｊ
Ｒ
本
社
へ
、

北
竜
と
妹
背
牛
の
町
長
と
一
緒

に
訪
問
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
の

考
え
は
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

取
り
付
け
る
に
は
、
利
用
者
が

最
低
で
も
一
日
に
３
千
人
が
必

要
だ
が
、
現
状
で
は
２
千
人
な

の
で
厳
し
い
。」
と
の
こ
と
。

①
今
後
、
沼
田
町
民
が
深
川
市

の
病
院
な
ど
を
活
用
す
る
よ
う

に
な
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
深
川
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
必
要
。

②
Ｊ
Ｒ
滝
川
駅
も
要
望
か
ら
10

年
か
か
っ
て
２
０
１
１
年
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
さ
れ
た
。

負
担
は
滝
川
市
、
国
、
Ｊ
Ｒ
が

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
要
望
活
動

の
中
で
深
川
市
の
考
え
を
聞
い

て
か
ら
協
議
し
た
い
。

久保元宏
議員

な
事
業
を
持
っ
て
く
る
こ
と

で
、
初
期
投
資
は
補
助
金
を
あ

て
た
い
。
そ
し
て
ハ
コ
モ
ノ
を

作
っ
た
後
は
、
そ
こ
で
ど
う
い

っ
た
経
済
活
動
を
行
う
か
、
ど

う
外
貨
を
稼
ぐ
か
を
考
え
て
、

人
に
来
て
も
ら
っ
て
お
金
を
落

と
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

中
に
は
赤
字
の
「
道
の
駅
」

も
あ
る
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
、
き
ち
ん
と
し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
、「
道

の
駅
」
の
利
益
か
ら
生
ま
れ
れ

ば
一
番
い
い
。

高田　勲
議員

　

そ
の
要
望
の
署
名
は
、
現
在

で
は
、
１
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

沼
田
町
の
署
名
活
動
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
身
体
障
害
者
協
会

の
方
が
中
心
に
な
っ
て
、
相
当

数
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

道の駅

インター
チェンジ

高
田 

勲
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

　
問
改
正
パ
ー
ト
労
働
法
へ
の
対
応
は

　
　答
賃
金
を
改
定
し
た

　

深
川
市
も
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
て
、

正
念
場
を
迎
え
て
い
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平
成
24
年
度
は
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談

会
で
は
延
べ
1
2
0
人
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
医
療
と
福
祉

の
説
明
会
を
各
地
域
で
行
い
、

病
院
の
無
床
化
の
懇
談
を
青
年

部
の
皆
さ
ん
と
も
行
い
、
各
年

度
、
懇
談
会
な
ど
意
見
を
聴
く

場
は
取
っ
た
つ
も
り
で
す
。

　

議
員
の
質
問
の
よ
う
に
、
そ

れ
以
外
に
、
も
っ
と
地
域
に
出

向
い
て
色
々
な
説
明
を
し
た
方

が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

私
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
担
当
職
員
を
通
じ
て
意

見
を
聴
き
、
行
政
に
反
映
す
る

つ
も
り
だ
っ
た
。

　

こ
れ
の
機
能
が
充
分
で
な
か

っ
た
こ
と
は
反
省
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

構
想
の
中
の
土
地
利
用
は
内

部
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

27
年
度
以
降
の
病
院
の
体
制

が
、
ま
だ
正
式
に
決
ま
っ
て
い

問　
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ
ン

基
本
構
想
の
中
で
は
、
広

場
、
散
策
路
、
商
業
施
設
、
交

流
施
設
、診
療
所
、福
祉
施
設
、

住
宅
な
ど
多
く
の
施
設
が
計
画

に
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
全

て
含
め
て
計
画
を
練
っ
て
い
く

の
か
。

　

全
体
計
画
に
な
る
と
、
各
施

設
の
位
置
や
規
模
の
計
画
に
時

間
を
要
し
、
今
年
度
よ
り
進
め

ら
れ
る
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
建

て
る
位
置
の
選
定
が
遅
く
な
り
、

昨
年
町
長
が
話
し
て
い
た
厚
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
平
成
29
年
４
月

の
開
業
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

又
、
建
物
を
造
る
と
、
当
然

維
持
し
て
い
く
に
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
が
心
配
さ
れ
る
が
、

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

更
に
、こ
の
旧
中
学
校
跡
地
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に
設

計
す
る
の
か
、
厚
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
福
祉
施
設
な
ど
、
各
施
設

の
規
模
は
ど
う
な
の
か
、
道
路

の
設
計
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
関
し
て
は
、
厚
生

連
と
現
在
検
討
中
で
す
。

　

内
部
で
、
病
院
の
将
来
の
考

え
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
厚
生
連
本
部
と
打
ち
合

わ
せ
、
更
に
、
沼
田
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い

検
討
し
て
い
き
た
い
。
一
般
財

源
の
持
ち
出
し
が
少
な
い
形
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ス
ト
は
施
設

の
運
営
を
進
め
る
う
え
で
当
然

か
か
る
も
の
で
す
。

　

町
全
体
の
施
設
も
含
め
コ
ス

ト
の
か
か
ら
な
い
運
営
も
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
人
も
維

持
管
理
も
現
状
を
見
据
え
、
全

体
の
中
で
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら

の
施
設
を
造
っ
て
い
き
た
い
。

問　
金
平
町
政
を
進
め
る
中

で
、
今
期
４
年
間
の
広
聴

の
進
め
方
を
見
た
時
、
初
年
度

は
各
地
域
を
職
員
と
共
に
回
り
、

町
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
た

姿
勢
が
見
え
、
そ
の
事
を
基
本

に
町
政
運
営
を
行
な
い
、
町
民

に
高
評
価
で
し
た
。

　

し
か
し
、
２
年
目
以
降
は
地

域
に
出
向
く
こ
と
な
く
、「
町

長
室
解
放
」
や
、
役
場
庁
舎
内

に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
「
ふ
ら

っ
ト
ー
ク
」
は
、
い
ず
れ
も
町

民
が
町
に
出
て
こ
な
け
れ
ば
町

長
と
の
対
話
が
出
来
な
い
形
が

取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
長
の
「
町
民
の
声
に
耳
を

コ
ン
パ
ク
ト・
タ
ウ
ン
構
想
の
予
算
、

規
模
を
ど
う
考
え
る
か

土
地
利
用
も
含
め
内
部
で
検
討
中

問答

商業施設説明会

広
聴
の
充
実
が
足
り
な
い
の
で
は

地
域
に
出
向
い
て
の
説
明
を
す
べ
き
だっ
た

問答

傾
け
る
」
姿
勢
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
。
昨
年
の
10
月
の

決
算
特
別
委
員
会
で
の
総
括
質

問
で
も
出
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、

２
月
23
日
の
議
員
セ
ミ
ナ
ー
で
、

第
５
次
総
合
計
画
前
期
の
検
証

を
行
っ
た
際
に
も
広
聴
の
進
め

方
に
各
議
員
か
ら
厳
し
い
評
価

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
結
果
と
し
て
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
担
当
職
員
を
通

じ
て
地
域
の
意
見
を
聴
く
形
を

と
っ
て
い
る
が
、
町
長
が
職
員

と
共
に
同
行
す
る
機
会
を
も
っ

て
は
ど
う
か
。

　

平
成
23
年
度
町
長

に
就
任
し
て
懇
談
会

を
行
っ
た
際
、
2
3
0
人
が
参

加
。
そ
の
後
、
各
種
団
体
と
の

懇
談
会
も
行
い
ま
し
た
。

長  原   誠
議員

ま
せ
ん
の
で
、
体
制
決
定
後
、

協
議
を
進
め
、
議
会
に
も
提
示

し
た
い
。

鵜野範之
議員
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後
と
も
基
金
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

医
療
確
保
基
金
は
診
療
所
新
築
財
源

で
は
な
い
の
か

町
民
の
健
康
や
生
命
を
守
る
た
め
に
使
う

問答

問　
「
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ

ン
」
は
町
民
と
作
り
上
げ

る
と
町
長
は
考
え
て
い
る
が
、

実
際
は
役
場
職
員
以
外
で
何
人

の
町
民
と
話
し
合
っ
た
の
か
。

ま
た
、
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る

の
か
。
町
長
の
公
約
に
は
ハ
コ

モ
ノ
は
建
て
な
い
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
か
。

　

今
年
２
月
に
町
民
説
明
会
を

開
く
と
言
っ
て
い
た
が
、
い
つ

開
く
予
定
な
の
か
。

　

元
中
学
校
敷
地
に
ハ
コ
モ
ノ

を
建
て
る
よ
う
だ
が
、
町
民
の

利
便
性
を
第
１
に
考
え
る
べ
き

と
思
う
。

　

計
画
の
中
に
道
の
駅
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
必
要
な
の
か
。

　

医
療
施
設
も
考
え
て
い
る
よ

う
だ
が
、
現
在
の
「
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
の
近
く
に
建
て
て
町

民
の
利
便
性
を
第
１
に
考
え
る

診
療
所
は
今
の
場
所
が
い
い

単
体
で
は
機
能
を
果
た
せ
な
い

問答

べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　

説
明
が
足
り
な
い

と
い
う
指
摘
に
は
反

省
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
構
想
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
基
本
計
画
な

ど
の
、
具
体
的
な
計
画
に
落
と

し
込
ん
で
、
ど
う
い
っ
た
補
助

事
業
を
使
う
な
ど
の
説
明
は
こ

れ
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
私
は
「
ハ
コ
モ
ノ
を

建
て
な
い
」
言
っ
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

説
明
会
に
つ
い
て
は
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
新
し
い
体
制
が
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ま

だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
具
体
的
な
協
議
を
行
い
、

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
か
ら
の
意
見
に
も
あ
る

よ
う
に
、
診
療
所
が
単
体
で
そ

れ
ひ
と
つ
だ
け
立
っ
て
い
て
も

機
能
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
介
護

施
設
や
そ
の
他
の
関
連
施
設
が

近
く
に
あ
っ
て
こ
そ
47
％
に
も

な
る
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡邊敏昭
議員

問　
地
域
医
療
確
保
安
定
化

基
金
は
、
厚
生
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
改
築
の
た
め
の
基
金
で
は

な
い
の
か
。

　

平
成
25
年
度
ク
リ
ニ
ッ
ク
赤

字
対
策
な
ど
で
基
金
が
、
3.8
億

あ
っ
た
も
の
が
2.1
億
取
り
崩
さ

れ
、
1.7
億
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

26
年
度
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
赤
字

を
ど
の
程
度
に
な
る
と
予
想
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
様
な

方
法
で
そ
の
赤
字
を
埋
め
る
つ

も
り
か
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
厚

生
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
今
後
も
赤
字

が
出
る
と
思
わ
れ
る
が
、
減
少

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

沼
田
町
の
医
療
を
構
築
す
る

上
で
今
後
と
も
こ
の
基
金
は
重

要
な
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の

基
金
を
積
み
直
す
事
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

　

地
域
医
療
確
保
安

定
化
基
金
は
「
本
町

に
お
け
る
医
療
の
確
保
を
図
り
、

も
っ
て
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
資
す
る
」
と
い
う
形
で

基
金
の
設
置
の
目
的
を
押
さ
え

て
お
り
、
改
築
や
整
備
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

解
釈
で
、
過
去
に
も
赤
字
補
填

に
そ
れ
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
し

た
。

　

26
年
度
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
赤
字

は
当
初
8
2
0
0
万
円
で
予
想

し
て
い
ま
し
た
が
、
9
0
0
0

万
円
程
度
に
膨
ら
み
そ
う
な
状

況
で
す
。
今
後
は
「
地
域
包
括

ケ
ア
」を
し
っ
か
り
作
り
上
げ
、

赤
字
が
出
る
に
し
て
も
、
町
民

の
健
康
や
生
命
が
き
ち
ん
と
守

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

医
療
体
制
を
安
定
的
に
、
継

続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
基
金

の
存
在
は
重
要
で
す
の
で
、
今

上野敏夫
議員

渡邊敏昭議員のそのほかの質問
　問商業施設建設には女性の意見を聴くべきだ
　　答安心して買い物ができる環境にしたい
　問ＪＲ深川駅のバリアフリー化は喫緊の課題
　　答近隣町とも相談し、ＪＲに要請したい
　問観光を町の主導で推進すべきだ
　　答民間活力に期待している。

上野敏夫議員のそのほかの質問
　問農業・農家。農協に支援を
　　答農業政策全体の中で議論していく
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問　
町
長
に
就
任
さ
れ
て
か

ら
４
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
重
任
ご
苦
労
様
で
し

た
。

　

町
長
も
町
議
も
そ
れ
ぞ
れ
に

公
約
を
掲
げ
、
町
民
の
審
判
を

経
て
今
が
あ
る
訳
で
す
が
、
町

長
の
公
約
は
守
れ
た
か
。

　

個
々
の
政
策
は
道
半
ば
で
あ

る
と
し
て
も
「
町
民
の
声
が
行

政
に
反
映
さ
れ
る
町
づ
く
り
」

は
出
来
た
か
。

　

「
今
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
は

大
切
に
」
出
来
た
か
。

　

説
明
会
や
懇
談
会
で
町
民
の

意
見
を
聴
く
の
は
至
極
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以

上
の
こ
と
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
た

は
ず
な
の
に
、
そ
れ
が
守
れ
て

い
た
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

不
肖
、
私
は
「
終
末
医
療
を

確
保
す
る
」
と
い
う
公
約
を
守

れ
な
か
っ
た
の
で
野や

に
下く

だ

る
。

　

４
年
間
を
振
り
返

っ
て
、
大
前
提
と
し

て
「
町
民
の
声
を
聞
く
」
と
い

う
の
は
、
私
の
出
馬
を
決
め
た

時
を
含
め
て
基
本
的
な
考
え
方

で
行
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
全
員
が
全
員
と
い
い
ま

す
か
、
町
民
皆
さ
ん
と
お
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
っ
た
の
で
、

そ
れ
は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
層
と

は
言
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
も
多

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
な
い
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
色
い
ろ
意
見
を
聞

け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
で
き
た
と
判
断
さ
れ
る
の
か
、

そ
う
で
な
い
か
は
と
い
う
の
は

中
村
議
員
の
判
断
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
私
と
し
て
は
聞

く
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

公
約
は
守
れ
た
か

努
力
は
し
た

問答

中村保夫
議員

　つじつまあわせの論議は地方議会にとって
ネックです。上向き傾向の町づくりを望むよ
りも住民の住民による手作り、活気ある議会
運営が不安不満のない町作りへと変わると思
いました。63才男性

傍聴席の生の声

　今定例会の傍聴者は26人でした。なお、今期4年間の傍聴者数は
延べ295人でした。
　たくさんの町民に見守られての議会は、緊張しますが力も入ります。
　6月には新しく選ばれた議員が登壇します。ご期待の上、傍聴を
お待ちいたしております。
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沼田町議会４年間の足跡

○産建福祉常任委員会所管事務調査項目
　・「農地の集積」について　　（H23.６～H23.12）
　・福祉環境について　　　　　（H24.１～H25.３）
　・雪環境の整備について　　　（H25.４～H26.３）
　・予約制バスの利用について　（H26.４～H27.３）
　・観光事業について　　　　　（H26.10～H27.３）

　　　委 員 長　絵内勝己
　　　副委員長　鵜野範之
　　　委　　員　渡辺敏昭・上野敏夫・津川均

○総務民協常任委員会所管事務調査項目
　・地域資源の活用について　　　　　　（H23.４～H24.３）
　・地域防災について　　　　　　　　　（H24.４～H25.３）
　・移住定住の効果的な進め方について　（H25.４～H26.３）
　・ごみの減量化について　　　　　　　（H26.４～H27.３）

　　委 員 長　高田勲　　 　
　　副委員長　久保元宏
　　委　　員　中村保夫・長原誠・津川均

○特別委員会設置状況
　・平成22年度決算特別委員会（H23.11） 委員長　津川　均　　副委員長　長原　誠
　・平成24年度予算等審査特別委員会（H24.３） 委員長　津川　均　　副委員長　鵜野範之
　・まちづくり調査特別委員会（H24.３～H25.９） 委員長　津川　均　　副委員長　渡邊敏昭
　・平成23年度決算特別委員会（H24.10） 委員長　津川　均　　副委員長　久保元宏
　・平成25年度予算等審査特別委員会（H25.３） 委員長　津川　均　　副委員長　長原　誠
　・平成24年度決算特別委員会（H25.10） 委員長　中村保夫　　副委員長　鵜野範之
　・平成26年度予算等審査特別委員会（H26.３） 委員長　津川　均　　副委員長　久保元宏
　・平成25年度決算特別委員会（H26.10） 委員長　津川　均　　副委員長　長原　誠
　・平成27年度予算等審査特別委員会（H27.３） 委員長　津川　均　　副委員長　鵜野範之
　・議会広報特別委員会（H23.５～H27.４） 委員長　中村保夫　　副委員長　長原　誠

定例議会 議決され
た意見書

一般質問 傍聴者数
町長 教育長

Ｈ23
6月 9 39
9月 3 8 1 5
12月 1 10 11

Ｈ24

3月 1 8 22
6月 1 7 9
9月 2 10 1 13
12月 1 9 2 16

Ｈ25

3月 4 7 1 16
6月 7 1 7
9月 4 7 29
12月 6 8 10

Ｈ26

3月 1 10 19
6月 5 6 1 6
9月 4 9 2 42
12月 2 9 1 25

Ｈ27 3月 2 12 26

定例会平均 2.3 8.5 0.6 18.4
件 件 件 人
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　昨年の４月から今年の２月まで会議を６回、
町外への視察を２町で行い、意見書をまとめた。

　沼田町は２００３年から「有料ゴミ袋」を採用し、２０１０年から「資
源ゴミの分別」が開始された。それぞれ、現在は住民に定着している。
さらにリサイクルに対する啓もう活動などを推進して、さらなるゴ
ミの資源化などでゴミの減量化をはかることが重要だ。

委 員 長　高田　勲
副委員長　久保元宏
委　　員　中村保夫

長原　誠
津川　均ゴミの減量化について

総務民教 常任委員会 ★ 調査報告

下川町は、木の端材で燃料を自給。

　　　　１）可燃ゴミの資源化
　　　　　当面は北空知衛生センター組合に
おける現状の分別方式を踏襲しながら、紙ゴ
ミの資源化を進めるべきと考える。将来的に
はプラスチィックゴミの資源化をはかり、併
せて可燃ゴミの減少を進めるべきである。

２）ディスポーザー普及事業の推進
　沼田町が実施しているディスポーザー普及事業は、他の市町村では
あまり実施していない先進事例と考える。現在の下水道供用区域に於
ける普及率は27％程度であるが、その利便性や衛生環境の向上を訴え
ながら更なる普及推進をはかるべきである。

３）啓もう活動と資源ゴミ売却益の還元
　学校教育に取り入れるなど啓もう活動を進めながら、資源ゴミの売却
益を無料配布にするなどで町民に還元し、リサイクル意識の高揚を目的
とした施設を実施すべきである。

 ４）「ゴミ収集カレンダー」のさらなる充実
　 住民から好評をいただいているが、ゴミ分別表を最終ページに追加す

ることにより、1年間を通じてカレンダーをめくることで、いつでも住
民の知りたい情報が確認できるなどの工夫が求められる。

新年度の「ゴミ収集カレンダー」。

ディスポーザーは台所の友♪

南宗谷衛生施設センター組合

ゴミを少しずつ前へ送り出しな
がら、連続して燃焼する炉。

ストーカー式
しき

・焼
しょう

却
きゃく

炉
ろ

沼田町が参加している『北・中空知廃棄物処理広域
連合』の歌志内市にあるゴミ処理施設『エネクリー
ン』と同じ、「ストーカー方式」を採用。

新年度の「ゴミ収集カレンダー」。

最終ページの「ゴミ分別表」や、スマホのアプ
リ活用など、さっそく進化しています♪

　　　　１）可燃ゴミの資源化
　　　　　当面は北空知衛生センター組合に
意見

ゴミ袋の負担を、町民のゴミ減量化の努力と
交換してプレゼントするのは、いかがか。
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本
町
の
公
共
交
通
は
人
口
の

減
少
な
ど
の
影
響
で
利
用
者
が

減
り
、
亊
業
者
に
よ
る
地
域
の

交
通
網
が
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に

は
住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
郊
外

か
ら
市
街
地
ま
で
の
交
通
の
確

保
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
、
「
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利

用
事
業
」、
「
重
度
障
害
者
ハ

イ
ヤ
ー
料
金
補
助
事
業
」
な
ど

の
福
祉
を
目
的
と
し
た
交
通
支

援
、
平
成
25
年
か
ら
は
予
約
制

バ
ス
の
実
証
実
験
運
行
を
行
な

っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
重
要
性
が

大
き
く
な
る
事
を
考
え
、
充
実

予約制バスの
　利用について

会所管事務調査報告

を
図
る
う
え
で
、
予
約
制
バ
ス

や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
取
り
組
ん
で
い
る
、
厚
真

町
、
長
沼
町
、
猿
仏
村
の
調
査

を
実
施
し
た
。

　

ど
こ
の
町
村
も
課
題
は
同
じ

く
、
昭
和
63
年
以
降
、
輸
送
人

員
の
減
少
等
か
ら
民
間
バ
ス
事

業
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
生
活
路

線
（
地
域
の
足
）
維
持
、
確
保

の
た
め
、
民
間
廃
止
路
線
を
町

が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
利
用
者

の
減
少
に
よ
り
、
効
率
の
良
い

予
約
制
バ
ス
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
コ
ス
ト
の
面
で

は
、
逼
迫
し
た
財
政
の
中
、
多

額
の
運
行
経
費
を
必
要
と
し
て

（１）効率的な運行の実現に向けて、今ある「定期バス」・「福祉ハイヤー事業」・「予約
制バス運行」の運行方法などの見直しにより、デマンド方式（バス・ハイヤー）を
利用した沼田町独自の運行方法の検討が望まれる。

（２）利用促進に当たっては予約方式に対する理解を深め、待ち時間等に対する抵抗感を軽減する
ための工夫と地域間の利用格差の改善に向けた住民への周知等の取り組みが必要である。

意見

予約をする　役場建設課

35-2116　へ電話
　　　①　名　前
　　　②　連絡先
　　　③　希望の時間
　　　④　目的地を伝ある。

乗車料金　　　1乗車　100円

予約制バス利用方法

委 員 長　絵内　勝己
副委員長　鵜野　範之
委　　員　上野　敏夫

渡辺　敏昭
津川　　均

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

し
、
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
と

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
た
。

　

沼
田
町
に
お
い
て
も
、
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
で
安

心
な
移
動
を
可
能
と
す
る
「
地

域
の
足
」
の
確
保
、
公
共
交
通

空
白
の
解
消
、
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
生
活
交
通
の
確
保
の

た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制

バ
ス
）
交
通
の
導
入
に
よ
り
合

理
的
な
運
行
を
実
施
し
、
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。

　

調
査
結
果
を
次
の
意
見
を
付

し
、
報
告
と
す
る
。
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こ
れ
か
ら
の
観
光
事
業
に
つ

い
て
は
「
新
成
長
戦
略
（
基
本

方
針
）」
の
中
で
、
観
光
立
国
・

地
域
活
性
化
戦
略
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
は

観
光
振
興
を
「
ま
ち
づ
く
り
」

や
「
む
ら
お
こ
し
」
に
活
か
し

て
い
く
た
め
の
観
光
地
域
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
広
域
観
光
や
人

材
育
成
等
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
る
な
ど
、
多
様
化
、
複
合

化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
協
会
の
活

動
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
取

観光事業に
　　　　ついて

産建福祉常任委員

り
組
み
を
推
進
し
て
行
く
た
め

に
も
体
制
の
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

沼
田
町
に
お
い
て
も
、
開
拓

1
2
0
年
と
な
り
、
そ
の
歴
史

の
な
か
で
た
く
さ
ん
の
空
間
と

時
間
、文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
文
化
、

「
ほ
た
る
・
化
石
」
な
ど
の
自

然
環
境
・
資
源
の
保
全
、
「
雪

中
米
・
雪
夏
祭
」
な
ど
の
雪
を

利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ミ

ュ
二
テ
イ
、
「
本
願
寺
駅
逓
・

ク
ラ
ウ
ス
15
号
蒸
気
機
関
車
」

（１）観光業と農商工業が連携した、観光地域づくりを推進していくためには、多様な
主体の連携と協働が不可欠であり、これらをコーディネートしつつ、長期間行うイ
ベントやフード戦略、サービスをプロデュースできる、民間の事業マインドと経営

センスを持った責任者が不可欠である。
　そのためには、新たな独立した組織が必要と考えられる。

（２）観光を推進する組織が、持続的かつ効果的に必要な事業を行っていくためには、安定した独
自財源を確保していく必要があり、自立した運営への配慮が必要である。

意見

な
ど
の
文
化
財
の
保
護
、「
米
・

野
菜
・
加
工
品
」な
ど
の
新
鮮
・

安
全
な
地
場
産
品
の
販
売
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源
が

あ
る
。
こ
の
資
源
を
観
光
業
と

農
商
工
業
者
と
が
連
携
し
、
地

域
経
済
全
体
の
振
興
を
も
視
野

に
入
れ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
こ
れ
ら
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
新
た
な
事
業

や
商
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き

る
組
織
が
必
要
と
考
え
調
査
を

実
施
し
た
。
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「
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　本年度、沼田町土地改良区の役員満了に伴い新しく理事

長に就任しました。大変重責ではありますが、常に農業者

の気持ちを忘れず務めていきたいと考えていますのでよろ

しくお願い致します。

　土地改良区の役割は、農作物に必要な水（主に水稲栽培）

を圃場に入水する為の施設管理・維持、現在の機械化・将

来の大規模経営を見据えた農業に必要な基盤整備及び暗渠

工事等、主に農業の土台の部分を担っています。特に水の

管理については、自然相手ですので頭首工・ダム、貯水池・

揚水機を使い５月から８月までの４か月間、近年の変動の

激しい天候にも対応できる水を供給出来る様、組合員・用

水管理組合と連携を取りながら行っています。先人の方々が、

沼田町の農業が水稲を中心とした経営が出来る様、苦労を

して作り上げた各施設を維持・管理する土地改良区を次世

代に継承出来る様、役職員一同頑張っていきますのでよろ

しくお願いいたします。

　本年も雪が少なく又雪解けも例年に比べ著しく早く、水

の心配もありますが、自然相手の農業、組合員の協力のも

と自然の恵みの水を大切に使用して豊穣の秋を迎えること

を願うとともに、皆様に良質な農産物をお届け出来るよう

沼田町土地改良区も沼田町農業の一翼を担うよう頑張りま

すので今後もご指導応援よろしくお願いいたします。

沼田町土地改良区　理事長 岡 田 聖 人
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今
期
の
議
会
広
報
委
員
と

し
て
「
み
ん
な
の
議
会
」
の

発
刊
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
46
号
か
ら
第
61
号
ま
で

16
回
の
発
刊
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　

最
初
は
、
議
員
自
ら
が
編

集
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
ワ

ー
ド
ソ
フ
ト
に
戸
惑
い
な
が

ら
編
集
を
し
た
事
が
お
も
い

だ
さ
れ
ま
す
。

　

と
く
に
、
夜
遅
く
ま
で
編

集
に
苦
労
し
た
第
48
号
が
、

全
道
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
特
選
を
い
た
だ
い
た
時
は

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま

し
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
町
民

に
見
て
、
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
誌
」
に
心
掛
け
な
が
ら

の
編
集
で
し
た
。

　

第
62
号
よ
り
議
会
広
報
委

員
が
変
わ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
以
上
に
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
と
が
き

土地改良区の役割

全
国
町
村
議
会
議
長
会

「
自
治
功
労
者
表
彰
」

　

こ
の
度
、
杉
本
議
長
、
絵
内

議
員
が
全
国
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
を
授
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

杉
本
議
長
は
、
議
長
７
年
以

上
に
よ
る
授
賞
、
絵
内
議
員

は
、
議
員
15
年
以
上
に
よ
る
授

賞
で
す
。

　

定
例
会
本
会
議
前
、
議
場
に

て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
議
長
は
、
12
月
の
北
海

道
社
会
貢
献
賞
に
続
い
て
の
授

賞
に
な
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
交
代

　

議
会
事
務
局
の
吉
田
書
記
が

４
月
１
日
付
け
で
北
海
道
経
済

産
業
局
へ
派
遣
と
な
り
ま
す
。

　

３
年
６
ケ
月
、
議
会
事
務
局

と
し
て
の
職
務
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

　

道
経
済
産
業
局
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
付
で
、
林
亮
太
書
記
が

農
業
商
工
課
よ
り
、
議
会
事
務

局
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


